
 

  令和３年度大分県経済の概況 

 

 

                                       大分県                 国 

県（国）内総生産(名目)               ４兆６,８３９億円     ５５０兆５,３０４億円 

   経済成長率 名目                       ５.６％                ２.４％ 

        実質（連鎖方式）             ７.４％               ２.５％ 

   一人当たり県(国)民所得                ２,７６８千円         ３,１５５千円 

    同上対前年度比増減率              ６.０％                   ６.１％ 

     同上県／国格差                      ８７.７ (前年度８７.８)     １００ 
 

  （注）県(国)内総生産(名目)及び経済成長率は、県は生産側、国は支出側の数値 

 

(1)  経済の動向 

令和３年度の日本経済は、９月までの新型コロナウイルス感染症に伴う緊急事態宣言及び

まん延防止等重点措置に加え、半導体や自動車部品の供給面での制約等が影響し、個人消費、

設備投資、輸出が弱い回復となった。また、10月以降、全ての都道府県において緊急事態宣

言等が解除され、経済社会活動の段階的引上げに伴い、個人消費が上向き、景気は持ち直し

の動きがみられた。 

この結果、令和３年度の名目経済成長率は２．４％となり、名目は２年ぶりのプラス成長、

実質は３年ぶりのプラス成長となった。 

このような中で、大分県経済は、生産面では、名目で対前年度増加率を寄与度順に見ると、

製造業、電気・ガス・水道・廃棄物処理業など 10 産業が増加し、公務、宿泊・飲食サービ

ス業など６産業が減少、実質で対前年度増加率を寄与度順に見ると、製造業など 10 産業が

増加し、公務、教育など６産業が減少した。 

分配面では、雇用者報酬が減少し、財産所得、企業所得が増加した。 

支出面では、民間最終消費支出、地方政府等最終消費支出、県内総資本形成が増加した。 

この結果、令和３年度の大分県の経済成長率は名目では５.６％、実質では７.４％となり、

名目、実質ともに３年ぶりのプラスとなった。 

 

図１ 実質経済成長率の推移 



 

 

(2) 一人当たり県民所得 

令和３年度の一人当たり県民所得は２７６万８千円で、前年度に比べ１５万６千円増加し、

＋６.０％と３年ぶりのプラスとなった。一人当たり国民所得を１００とした場合、一人当た

り県民所得は８７.７となり、前年度と格差は０.１ポイント拡大した。 

 

図２ 一人当たり県(国)民所得及び格差の推移 

 



 

 

２ 市町村内総生産 【付表－１参照】 

  

２－１ 市町村内総生産の概況 

 

令和３年度の市町村内総生産の県計（県内総生産）は４兆６，８３９億円で、前年度に比して

２，４８０億円増加、増加率＋５．６％（令和２年度は－２．４％）と３年ぶりのプラスと 

なった。 

市町村内総生産を市町村別にみると、九重町（＋１７．１％）、日田市（＋１２．３％） 
など１０市町が前年度に対して増加した（令和２年度は５市町村）。一方、豊後大野市  
（－８．７％）、姫島村（－６．４％）など８市村が減少した（令和２年度は１３市村）。  

市町村内総生産の県計を経済活動別にみると、第１次産業は７９３億円で、前年度に比して

１１億円減少、増加率－１．３％（令和２年度は－９．１％）と２年連続のマイナスと

なった。市町村内総生産の総額に占める割合は１．７％（令和２年度は１．８％）であった。 

第１次産業を市町村別にみると、前年度に対して九重町（＋１３．３％）、日田市

（＋７．８％）、など５市町で増加した（令和２年度は１市村が増加）。一方、津久見市

（－９．４％）、姫島村（－８．９％）、宇佐市（－８．７％）など１３市町村が減少した

（令和２年度は１７市町が減少）。 

第２次産業は１兆５，８０９億円で、前年度に対して１，８５３億円増加、増加率

＋１３．３％（令和２年度は＋３．３％）と２年連続のプラスとなった。市町村内総生産の 

総額に占める割合は３３．８％（令和２年度は３１．５％）であった。 

第２次産業を市町村別にみると、前年度に対して日田市（＋３６．５％）、由布市 

（＋３２．０％）、玖珠町（＋２９．５％）、など１０市町が増加した（令和２年度は１３市町

村）。一方、姫島村（－３６．５％）、豊後大野市（－３１．１％）、竹田市（－２２．７％）

など８市町村が減少した（令和２年度は５市町）。 

第３次産業は２兆９，９１４億円で、前年度に対して５３１億円増加、増加率＋１．８％

（令和２年度は－４．８％）と２年ぶりのプラスとなった。市町村内総生産の総額に占める 

割合は６３．９％（令和２年度は６６．２％）となった。 

第３次産業を市町村別にみると、前年度に対して九重町（＋１４．４％）、由布市

（ ＋ ２ ． ６ ％ ）、 な ど １ ６ 市 町 村 が 増 加 し た （ 令 和 ２ 年 度 は ０ 市 町 村 ）。 津 久 見 市 

（－１．９％）、玖珠町（－０．３％）の２市町が減少した。（令和２年度は１８市町村）。 

 

 

 

  



 

 

図３ 市町村内総生産（実額） 

 



 

 

図４ 市町村内総生産（対前年度増加率） 

 



 

 

 

図５ 市町村別経済活動別総生産の構成比（令和３年度） 

 
注）「その他」には、鉱業、情報通信業、金融･保険業、教育、その他のサービス、輸入品に課さ

れる税・関税、（控除）総資本形成に係る消費税が含まれる。  



 

 

２－２ 市町村別の動向 

 

①   大分市 

 

令和３年度市内総生産は２兆３，７９５億円、対前年度増加率＋８．６％（令和２年度は 

－２．０％）で、３年ぶりのプラスとなった。 

市内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は４８億円、対前年度増加率－６．５％となっ

た。これは、農業（－９．８％）が減少したことによる。 

第２次産業は８，９８６億円、対前年度増加率＋２０．２％となった。これは、製造業 

（＋２１．０％）などが増加したことによる。 

第３次産業は１兆４，５９８億円、対前年度増加率＋２．３％となった。これは、電気・ガス・

水道・廃棄物処理業（＋１５．８％）などが増加したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業０．２％、第２次産業３７．８％、第３次産業６１．３％

となった。 

 

 

②   別府市 

 

令和３年度市内総生産は３，４７２億円、対前年度増加率＋１．７％（令和２年度は－７．３％）

で、３年ぶりのプラスとなった。 

市内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は７億円、対前年度増加率－０．３％となった。

これは、水産業（－２５．６％）などが減少したことによる。 

第２次産業は２８２億円、対前年度増加率＋２．９％となった。これは、製造業（＋１７．６％）

などが増加したことによる。 

第３次産業は３，１６０億円、対前年度増加率＋１．４％となった。これは、その他のサービス

（＋６．１％）などが増加したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業０．２％、第２次産業８．１％、第３次産業９１．０％と

なった。 

 

 

③   中津市 

 

令和３年度市内総生産は３，６６９億円、対前年度増加率＋８．６％（令和２年度は＋１．３％）

で、５年連続プラスとなった。 

市内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は３６億円、対前年度増加率－３．８％となっ

た。これは、農業（－６．９％）などが減少したことによる。 

第２次産業は１，５４７億円、対前年度増加率＋１９．２％となった。これは、製造業

（＋１４．６％）などが増加したことによる。 

第３次産業は２，０６１億円、対前年度増加率＋１．７％となった。これは、運輸・郵便業

（＋６．１％）などが増加したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業１．０％、第２次産業４２．２％、第３次産業５６．２％

となった。 

 



 

 

④   日田市 

 

令和３年度市内総生産は２，６２８億円、対前年度増加率＋１２．３％（令和２年度は 

－６．３％）で、４年ぶりのプラスとなった。 

市内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は９５億円、対前年度増加率＋７．８％とな

った。これは、林業（＋４２．７％）などが増加したことによる。 

第２次産業は９７９億円、対前年度増加率＋３６．５％となった。これは、製造業

（＋３４．６％）などが増加したことによる。 

第３次産業は１，５３５億円、対前年度増加率＋０．８％となった。これは、電気・ガス・

水道・廃棄物処理業（＋１７．４％）などが増加したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業３．６％、第２次産業３７．３％、第３次産業５８．４％

となった。 

 

 

⑤   佐伯市 

 

令和３年度市内総生産は２，１５３億円、対前年度増加率－６．３％（令和２年度は 

＋２．８％）で、２年ぶりのマイナスとなった。 

市内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は１３２億円、対前年度増加率＋３．８％と

なった。これは、林業（＋３７．５％）が増加したことによる。 

第２次産業は５６０億円、対前年度増加率－２１．９％となった。これは、製造業

（－２４．９％）などが減少したことによる。 

第３次産業は１，４４６億円、対前年度増加率＋０．２％となった。これは、卸売・小売業

（＋３．３％）などが増加したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業６．１％、第２次産業２６．０％、第３次産業６７．２％

となった。 

 

 

⑥   臼杵市 

 

令和３年度市内総生産は９９５億円、対前年度増加率－３．８％（令和２年度は－６．０％）

で、３年連続のマイナスとなった。 

市内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は２８億円、対前年度増加率－３．３％とな

った。これは、農業（－１０．０％）が減少したことによる。 

第２次産業は２４２億円、対前年度増加率－１４．９％となった。これは、製造業

（－２１．０％）などが減少したことによる。 

第３次産業は７１８億円、対前年度増加率＋０．３％となった。これは、電気・ガス・水道・

廃棄物処理業（＋６．４％）などが増加したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業２．８％、第２次産業２４．４％、第３次産業７２．２％

となった。 

 

 

 



 

 

⑦   津久見市 

 

令和３年度市内総生産は９０９億円、対前年度増加率－０．１％（令和２年度は＋０．２％）

で、２年ぶりのマイナスとなった。 

市内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は２１億円、対前年度増加率－９．４％となっ

た。これは、水産業（－１０．７％）などが減少したことによる。 

第２次産業は４８４億円、対前年度増加率＋１．５％となった。これは、製造業（＋６．７％）

が増加したことによる。 

第３次産業は３９８億円、対前年度増加率－１．９％となった。これは、運輸・郵便業

（－９．１％）などが減少したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業２．３％、第２次産業５３．２％、第３次産業４３．８％

となった。 

 

 

⑧   竹田市 

 

令和３年度市内総生産は７１４億円、対前年度増加率－３．０％（令和２年度は－０．７％）

で、５年連続のマイナスとなった。 

市内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は８８億円、対前年度増加率－２．６％となっ

た。これは農業（－５．１％）が減少したことによる。 

第２次産業は９４億円、対前年度増加率－２２．７％となった。これは、建設業（－２６．８％）

が減少したことによる。 

第３次産業は５２７億円、対前年度増加率＋１．２％となった。これは、保健衛生・社会事業

（＋４．３％）などが増加したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業１２．４％、第２次産業１３．１％、第３次産業７３．８％

となった。 

 

 

⑨   豊後高田市 

 

令和３年度市内総生産は７４３億円、対前年度増加率－３．１％（令和２年度は－１．１％）

で、３年連続のマイナスとなった。 

市内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は３５億円、対前年度増加率－７．７％となっ

た。これは、農業（－９．９％）が減少したことによる。 

第２次産業は２８２億円、対前年度増加率－９．２％となった。これは、建設業（－３９．６％）

などが減少したことによる。 

第３次産業は４２０億円、対前年度増加率＋１．５％となった。これは、保険衛生・社会事業

（＋３．７％）などが増加したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業４．７％、第２次産業３８．０％、第３次産業５６．６％

となった。 

 

 

 



 

 

⑩   杵築市 

 

令和３年度市内総生産は７７５億円、対前年度増加率－２．８％（令和２年度は－７．９％）

で、５年連続のマイナスとなった。 

市内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は５２億円、対前年度増加率－６．６％とな

った。これは、農業（－６．５％）などが減少したことによる。 

第２次産業は１９１億円、対前年度増加率－１１．３％となった。これは、製造業 

（－９．１％）などが減少したことによる。 

第３次産業は５２７億円、対前年度増加率＋０．７％となった。これは、保健衛生・社会事

業（＋３．２％）などが増加したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業６．７％、第２次産業２４．６％、第３次産業６８．０％

となった。 

 

 

⑪   宇佐市 

 

令和３年度市内総生産は２，０４７億円、対前年度増加率＋２．５％（令和２年度は

－５．７％）で、２年ぶりのプラスとなった。 

市内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は５０億円、対前年度増加率－８．７％とな

った。これは、農業（－９．６％）などが減少したことによる。 

第２次産業は８２４億円、対前年度増加率＋４．２％となった。これは、製造業（＋７．４％）

などが増加したことによる。 

第３次産業は１，１５８億円、対前年度増加率＋１．５％となった。これは、保健衛生・

社会事業（＋４．６％）などが増加したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業２．５％、第２次産業４０．３％、第３次産業５６．６％

となった。 

 

 

⑫   豊後大野市 

 

令和３年度市内総生産は９７６億円、対前年度増加率－８．７％（令和２年度は＋４．６％）

で、２年ぶりのマイナスとなった。 

市内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は５３億円、対前年度増加率－７．３％とな

った。これは、農業（－１２．３％）などが減少したことによる。 

第２次産業は２１２億円、対前年度増加率－３１．１％となった。これは、製造業

（－４０．４％）などが減少したことによる。 

第３次産業は７０４億円、対前年度増加率＋０．７％となった。これは、電気・ガス・水道・

廃棄物処理業（＋１１．０％）などが増加したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業５．５％、第２次産業２１．７％、第３次産業７２．２％

となった。 

 

 

 



 

 

⑬   由布市 

 

令和３年度市内総生産は１，２９０億円、対前年度増加率＋８．４％（令和２年度は－６．０％）

で、２年ぶりのプラスとなった。 

市内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は２３億円、対前年度増加率＋５．０％となっ

た。これは、林業（＋４５．５％）などが増加したことによる。 

第２次産業は２９６億円、対前年度増加率＋３２．０％となった。これは、製造業

（＋３５．８％）などが増加したことによる。 

第３次産業は９６２億円、対前年度増加率＋２．６％となった。これは、電気・ガス・水道・

廃棄物処理業（＋４８．０％）などが増加したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業１．８％、第２次産業２３．０％、第３次産業７４．５％

となった。 

 

 

⑭   国東市 

 

令和３年度市内総生産は９６９億円、対前年度増加率＋７．０％（令和２年度は＋０．６％）

で、５年連続のプラスとなった。 

市内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は４７億円、対前年度増加率＋０．９％となっ

た。これは、林業（＋５４．４％）が増加したことによる。 

第２次産業は３７３億円、対前年度増加率＋１６．５％となった。これは、製造業

（＋２２．２％）などが増加したことによる。 

第３次産業は５４２億円、対前年度増加率＋１．５％となった。これは、運輸・郵便業

（＋１６．１％）などが増加したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業４．９％、第２次産業３８．４％、第３次産業５６．０％

となった。 

 

 

⑮   姫島村 

 

令和３年度村内総生産は４２億円、対前年度増加率－６．４％（令和２年度は－７．０％）で、

２年連続のマイナスとなった。 

村内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は４億円、対前年度増加率－８．９％となった。

これは、水産業（－８．９％）が減少したことによる。 

第２次産業は５億円、対前年度増加率－３６．５％となった。これは、建設業（－４０．７％）

などが減少したことによる。 

第３次産業は３３億円、対前年度増加率＋０．５％となった。これは、その他のサービス

（＋８．８％）などが増加したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業９．１％、第２次産業１１．４％、第３次産業７８．９％

となった。 

 

 

 



 

 

⑯   日出町 

 

令和３年度町内総生産は７７４億円、対前年度増加率＋１．２％（令和２年度は－２．０％）

で、４年ぶりのプラスとなった。 

町内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は２２億円、対前年度増加率－１．１％とな

った。これは、水産業（－１．５％）などが減少したことによる。 

第２次産業は２５４億円、対前年度増加率－１．４％となった。これは、建設業

（－２２．６％）などが減少したことによる。 

第３次産業は４９３億円、対前年度増加率＋２．４％となった。これは、保健衛生・社会事業

（＋４．８％）などが増加したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業２．９％、第２次産業３２．８％、第３次産業６３．７％

となった。 

 

⑰   九重町 

 

令和３年度町内総生産は３８５億円、対前年度増加率＋１７．１％（令和２年度は－５．５％）

で、２年ぶりのプラスとなった。 

町内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は２８億円、対前年度増加率＋１３．３％と

なった。これは、林業（＋５０．５％）が増加したことによる。 

第２次産業は１０１億円、対前年度増加率＋２４．８％となった。これは、建設業

（＋３４．１％）などが増加したことによる。 

第３次産業は２５３億円、対前年度増加率＋１４．４％となった。これは、電気・ガス・水道

・廃棄物処理業（＋６２．９％）などが増加したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業７．４％、第２次産業２６．３％、第３次産業６５．７％

となった。 

 

⑱   玖珠町 

 

令和３年度町内総生産は５０３億円、対前年度増加率＋４．６％（令和２年度は－２．６％）

で、３年ぶりのプラスとなった。 

町内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は２１億円、対前年度増加率－３．０％とな

った。これは、農業（－６．３％）が減少したことによる。 

第２次産業は１００億円、対前年度増加率＋２９．５％となった。これは、建設業

（＋５３．８％）などが増加したことによる。 

第３次産業は３７９億円、対前年度増加率－０．３％となった。これは、公務（－４．５％）

などが減少したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業４．２％、第２次産業１９．８％、第３次産業７５．３％

となった。 

  



 

 

２－３ 地域別の動向 

  

令和３年度の市町村内総生産を地域別にみると、前年度に比して、西部（＋１１．６％）、

中部（＋７．８％）、北部（＋５．２％）、東部（＋１．８％）の４地域が増加したが、豊肥

（－６．４％）、南部（－６．３％）の２地域が減少した。 

地域別構成比では、中部が県全体の５７．６％を占めた。 

 

 

表１ 地域別市町村内総生産          

 

 

経済活動別にみると、前年度に比して、第１次産業は、北部（－７．０％）、豊肥（－４．４％）

などの４地域が減少したことから、県全体では－１．３％（令和２年度は－９．１％）と

２年連続のマイナスとなった。 

第２次産業は、西部（＋３４．８％）、中部（＋１８．２％）など４地域で増加したことから、

県全体では＋１３．３％（令和２年度は＋３．３％）と２年連続のプラスとなった。 

第３次産業は、中部（＋２．１％）、西部（＋２．１％）など６地域で増加したことから、

県全体では＋１．８％（令和２年度は－４．８％）と２年ぶりにプラスとなった。 

 

 

①  東部（別府市、杵築市、国東市、姫島村、日出町） 

  

令和３年度地域内総生産は６，０３２億円、対前年度増加率＋１．８％（令和２年度は 

－５．６％）で、３年ぶりのプラスとなった。 

地域内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は１３２億円、対前年度増加率－２．９％と

なった。これは、農業（－４．２％）などが減少したことによる。 

   第２次産業は１，１０３億円、対前年度増加率＋２．８％となった。これは、製造業

（＋８．８％）などが増加したことによる。 

   第３次産業は４，７５５億円、対前年度増加率＋１．４％となった。これは、保健衛生・

社会事業（＋２．１％）などが増加したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業２．２％、第２次産業１８．３％、第３次産業７８．８％

となった。 

（単位：億円、％）

寄与度

R1 R2 R3 R2 R3 R2 R3 R2 R3 R3

県　計 45,470 44,359 46,839 -1,111 2,480 -2.4 5.6 100.0 100.0 5.6

東　部 6,277 5,925 6,032 -352 107 -5.6 1.8 13.4 12.9 0.2

中　部 25,628 25,039 26,989 -589 1,950 -2.3 7.8 56.4 57.6 4.4

南　部 2,235 2,298 2,153 63 -145 2.8 -6.3 5.2 4.6 -0.3

豊　肥 1,764 1,806 1,690 42 -116 2.3 -6.4 4.1 3.6 -0.3

西　部 3,338 3,149 3,516 -189 367 -5.6 11.6 7.1 7.5 0.8

北　部 6,228 6,142 6,459 -86 317 -1.4 5.2 13.8 13.8 0.7

注）寄与度は、県全体の成長率に対するものである。

年　度
実　　額 対前年度増減額 対前年度増加率 構成比



 

 

②  中部（大分市、臼杵市、津久見市、由布市） 

    

令和３年度地域内総生産は２兆６，９８９億円、対前年度増加率＋７．８％（令和２年度は

－２．３％）で、３年ぶりのプラスとなった。 

地域内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は１２０億円、対前年度増加率－４．２％と

なった。これは、農業（－９．６％）などが減少したことによる。 

第２次産業は１兆８億円、対前年度増加率＋１８．２％となった。これは、製造業 

（＋１９．４％）などが増加したことによる。 

第３次産業は１兆６，６７５億円、対前年度増加率＋２．１％となった。これは、電気・ 

ガス・水道・廃棄物処理業（＋１６．０％）などが増加したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業０．４％、第２次産業３７．１％、第３次産業６１．８％

となった。 

 

 

③    南部（佐伯市） 

 

令和３年度地域内総生産は２，１５３億円、対前年度増加率－６．３％（令和２年度は 

＋２．８％）で、２年ぶりにマイナスとなった。 

地域内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は１３２億円、対前年度増加率＋３．８％と

なった。これは、林業（＋３７．５％）が増加したことによる。 

第２次産業は５６０億円、対前年度増加率－２１．９％となった。これは、製造業 

（－２４．９％）などが減少したことによる。 

  第３次産業は１，４４６億円、対前年度増加率＋０．２％となった。これは、卸売・小売業

（＋３．３％）などが増加したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業６．１％、第２次産業２６．０％、第３次産業６７．２％

となった。 

 

 

④    豊肥（竹田市、豊後大野市） 

 

令和３年度地域内総生産は１，６９０億円、対前年度増加率－６．４％（令和２年度は

＋２．３％）で、２年ぶりのマイナスとなった。 

地域内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は１４２億円、対前年度増加率－４．４％と

なった。これは、農業（－７．８％）が減少したことによる。 

第２次産業は３０５億円、対前年度増加率－２８．７％となった。これは、製造業

（－３６．５％）などが減少したことによる。 

第３次産業は１，２３２億円、対前年度増加率＋０．９％となった。これは、保健衛生・

社会事業（＋２．９％）などが増加したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業８．４％、第２次産業１８．１％、第３次産業７２．９％

となった。 

 

 

 



 

 

⑤    西部（日田市、九重町、玖珠町） 

 

令和３年度地域内総生産は３，５１６億円、対前年度増加率＋１１．６％（令和２年度は－

５．６％）で、４年ぶりのプラスとなった。 

地域内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は１４５億円、対前年度増加率＋７．１％と

なった。これは、林業（＋３７．９％）が増加したことによる。 

   第２次産業は１，１８０億円、対前年度増加率＋３４．８％となった。これは、製造業

（＋３１．５％）などが増加したことによる。 

   第３次産業は２，１６７億円、対前年度増加率＋２．１％となった。これは、電気・ガス・

水道・廃棄物処理業（＋３３．３％）などが増加したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業４．１％、第２次産業３３．６％、第３次産業６１．６％

となった。 

 

 

⑥    北部（中津市、豊後高田市、宇佐市） 

 

令和３年度地域内総生産は６，４５９億円、対前年度増加率＋５．２％（令和２年度は

－１．４％）で、２年ぶりのプラスとなった。 

地域内総生産を経済活動別にみると、第１次産業は１２１億円、対前年度増加率－７．０％と

なった。これは、農業（－８．９％）などが減少したことによる。 

   第２次産業は２，６５４億円、対前年度増加率＋１０．６％となった。これは、製造業

（＋１１．４％）などが増加したことによる。 

   第３次産業は３，６３９億円、対前年度増加率＋１．６％となった。これは、電気・ガス・

水道・廃棄物処理業（＋９．２％）などが増加したことによる。 

経済活動別の構成比は、第１次産業１．９％、第２次産業４１．１％、第３次産業５６．３％

となった。 

 

 

  



 

 

 

図６ 地域別市町村内総生産（実額） 

 

図７ 地域別市町村内総生産（対前年度増加率） 

 
  



 

 

図８ 地域別経済活動別総生産の構成比（令和３年度） 

 

注）「その他」には、鉱業、情報通信業、金融･保険業、教育、その他のサービス、輸入品に課される

税・関税、（控除）総資本形成に係る消費税が含まれる。

 

 



 

 

３ 市町村民所得の分配 【付表－２、付表－３参照】 

  

３－１ 市町村民所得  
 

令和３年度の県民所得は３兆８５６億円で、前年度に比して１，５０６億円増加、増加率 

＋５．１％と３年ぶりのプラスとなった。 

県民所得を市町村別にみると、前年度に対して増加したのは、九重町（＋１９．５％）、 
日田市（＋９．３％）など１０市町であった。一方、減少したのは、姫島村（－１５．８％）、

豊後大野市（－７．２％）など８市町村であった。  
市町村民所得を所得項目別にみると、雇用者報酬は２兆１，５６２億円で、前年度に比して

７６億円減少し、増加率－０．３％と８年ぶりにマイナスとなった。市町村民所得に占める割

合は６９．９％であった。 

市町村別にみると、前年度に対して増加したのは、姫島村（＋２．７％）、九重町 

（＋０．６％）、など４市町村であった。一方、減少したのは、竹田市（－３．４％）、杵築

市（－２．９％）、由布市（－２．６％）など１４市町が減少した。 

財産所得（非企業部門）は１，８３２億円で、前年度に対して１２５億円増加、増加率 

７．４％と４年ぶりにプラスとなった。市町村民所得に占める割合は５．９％であった。 

市町村別にみると、前年度に対して増加したのは、九重町（＋１８．１％）、大分市 

（＋１０．５％）など１５市町であった。一方、減少したのは、姫島村（－１０．０％）、 

豊後大野市（－１．７％）など３市村であった。 

企業所得は７，４６２億円で、前年度に対して１，４５６億円増加、増加率＋２４．２％と

３年ぶりにプラスとなった。市町村民所得に占める割合は２４．２％であった。 

市町村別にみると、前年度に対して増加したのは、九重町（＋５４．８％）、大分市 

（＋４１．１％）など１０市町であった。一方、減少したのは、姫島村（－５５．６％）、豊

後大野市（－２３．２％）など８市村であった。 

   



 

 

図９ 市町村民所得 

  



 

 

図１０ 市町村民所得（対前年度増加率） 



 

 

 
３－１－１ 市町村別の動向  
 

①   大分市 

 

令和３年度市民所得総額は１兆４，９３０億円、対前年度増加率＋８．７％、３年ぶりのプ

ラスとなった。 

所得項目別にみると、雇用者報酬は１兆３６３億円、対前年度増加率＋０．４％、財産所得

は８９９億円、対前年度増加率＋１０．５％、企業所得は３，６６９億円、対前年度増加率 

＋４１．１％となっている。 

また、各所得項目の構成比は、雇用者報酬が６９．４％、財産所得が６．０％、企業所得が

２４．６％となっている。 

 

②   別府市 

 

令和３年度市民所得総額は２，６８５億円、対前年度増加率＋１．５％、３年ぶりのプラス

となった。 

所得項目別にみると、雇用者報酬は２，０３４億円、対前年度増加率－０．３％、財産所得

は１６７億円、対前年度増加率＋３．４％、企業所得は４８５億円、対前年度増加率＋９．３％

となっている。 

また、各所得項目の構成比は、雇用者報酬が７５．７％、財産所得が６．２％、企業所得が

１８．１％となっている。 

 

③   中津市 

 

令和３年度市民所得総額は２，３１４億円、対前年度増加率＋７．７％、２年ぶりのプラス

となった。 

所得項目別にみると、雇用者報酬は１，６７４億円、対前年度増加率＋０．５％、財産所得

は１３１億円、対前年度増加率＋８．７％、企業所得は５０９億円、対前年度増加率 

＋４０．８％となっている。 

また、各所得項目の構成比は、雇用者報酬が７２．３％、財産所得が５．７％、企業所得が

２２．０％となっている。 

 

④   日田市 

 

令和３年度市民所得総額は１，７１７億円、対前年度増加率＋９．３％、４年ぶりのプラス

となった。 

所得項目別にみると、雇用者報酬は１，０２４億円、対前年度増加率－０．６％、財産所得

は１０１億円、対前年度増加率＋９．６％、企業所得は５９２億円、対前年度増加率 

＋３２．１％となっている。 

また、各所得項目の構成比は、雇用者報酬が５９．６％、財産所得が５．９％、企業所得が

３４．５％となっている。 

  



 

 

 

⑤   佐伯市 

 

令和３年度市民所得総額は１，５１６億円、対前年度増加率－４．１％、３年連続のマイナス

となった。 

所得項目別にみると、雇用者報酬は１，１２３億円、対前年度増加率－１．０％、財産所得は

９１億円、対前年度増加率－０．４％、企業所得は３０２億円、対前年度増加率－１４．９％と

なっている。 

また、各所得項目の構成比は、雇用者報酬が７４．１％、財産所得が６．０％、企業所得が 

１９．９％となっている。 

 

⑥   臼杵市 

 

令和３年度市民所得総額は７５８億円、対前年度増加率－１．３％、３年連続のマイナスとな

った。 

所得項目別にみると、雇用者報酬は５９１億円、対前年度増加率－１．６％、財産所得は 

４６億円、対前年度増加率＋１．０％、企業所得は１２２億円、対前年度増加率－０．５％とな

っている。 

また、各所得項目の構成比は、雇用者報酬が７７．９％、財産所得が６．１％、企業所得が 

１６．０％となっている。 

 

⑦   津久見市 

 

令和３年度市民所得総額は４７９億円、対前年度増加率－２．４％、４年連続のマイナスとな

った。 

所得項目別にみると、雇用者報酬は２８７億円、対前年度増加率－２．１％、財産所得は 

２６億円、対前年度増加率＋０．１％、企業所得は１６６億円、対前年度増加率－３．４％とな

っている。 

また、各所得項目の構成比は、雇用者報酬が５９．９％、財産所得が５．５％、企業所得が 

３４．６％となっている。 

 

⑧   竹田市 

 

令和３年度市民所得総額は４９０億円、対前年度増加率－２．６％、５年連続のマイナスとな

った。 

所得項目別にみると、雇用者報酬は２８２億円、対前年度増加率－３．４％、財産所得は 

２７億円、対前年度増加率＋３．８％、企業所得は１８０億円、対前年度増加率－２．１％とな

っている。 

また、各所得項目の構成比は、雇用者報酬が５７．７％、財産所得が５．６％、企業所得が 

３６．７％となっている。 

  



 

 

 

⑨   豊後高田市 

 

令和３年度市民所得総額は４８７億円、対前年度増加率－２．６％、２年ぶりのマイナスと

なった。 

所得項目別にみると、雇用者報酬は３４７億円、対前年度増加率－０．２％、財産所得は 

２８億円、対前年度増加率１．２％、企業所得は１１２億円、対前年度増加率－１０．０％とな

っている。 

また、各所得項目の構成比は、雇用者報酬が７１．２％、財産所得が５．８％、企業所得が

２３．０％となっている。 

 

⑩   杵築市 

 

令和３年度市民所得総額は５７４億円、対前年度増加率－２．２％、４年連続のマイナスと

なった。 

所得項目別にみると、雇用者報酬は４２６億円、対前年度増加率－２．９％、財産所得は 

３３億円、対前年度増加率＋０．６％、企業所得は１１５億円、対前年度増加率－０．０％とな

っている。 

また、各所得項目の構成比は、雇用者報酬が７４．２％、財産所得が５．８％、企業所得が

２０．０％となっている。 

 

⑪   宇佐市 

 

令和３年度市民所得総額は１，３６９億円、対前年度増加率＋２．０％、４年ぶりのプラス

となった。 

所得項目別にみると、雇用者報酬は９０１億円、対前年度増加率－１．６％、財産所得は 

７７億円、対前年度増加率＋５．１％、企業所得は３９１億円、対前年度増加率＋１０．８％と

なっている。 

また、各所得項目の構成比は、雇用者報酬が６５．８％、財産所得が５．６％、企業所得が

２８．５％となっている。 

 

⑫   豊後大野市 

 

令和３年度市民所得総額は７１４億円、対前年度増加率－７．２％、２年ぶりのマイナスと

なった。 

所得項目別にみると、雇用者報酬は５３６億円、対前年度増加率－２．５％、財産所得は 

４１億円、対前年度増加率－１．７％、企業所得は１３６億円、対前年度増加率－２３．２％と

なっている。 

また、各所得項目の構成比は、雇用者報酬が７５．１％、財産所得が５．８％、企業所得が

１９．１％となっている。 

  



 

 

 

⑬   由布市 

 

令和３年度市民所得総額は９２３億円、対前年度増加率＋６．１％、２年ぶりのプラスとなっ

た。 

所得項目別にみると、雇用者報酬は６０２億円、対前年度増加率－２．６％、財産所得は 

５５億円、対前年度増加率＋６．８％、企業所得は２６６億円、対前年度増加率＋３２．８％と

なっている。 

また、各所得項目の構成比は、雇用者報酬が６５．２％、財産所得が５．９％、企業所得が２

８．９％となっている。 

 

⑭   国東市 

 

令和３年度市民所得総額は５７９億円、対前年度増加率＋１．７％、２年ぶりのプラスとなっ

た。 

所得項目別にみると、雇用者報酬は４４７億円、対前年度増加率－０．７％、財産所得は 

３５億円、対前年度増加率＋７．８％、企業所得は９７億円、対前年度増加率＋１２．１％とな

っている。 

また、各所得項目の構成比は、雇用者報酬が７７．２％、財産所得が６．０％、企業所得が 

１６．８％となっている。 

 

⑮   姫島村 

 

令和３年度村民所得総額は３２億円、対前年度増加率－１５．８％、２年連続のマイナスとな

った。 

所得項目別にみると、雇用者報酬は２５億円、対前年度増加率＋２．７％、財産所得は２億円、

対前年度増加率－１０．０％、企業所得は５億円、対前年度増加率－５５．６％となっている。 

また、各所得項目の構成比は、雇用者報酬が７７．３％、財産所得が６．６％、企業所得が 

１６．１％となっている。 

 

⑯   日出町 

 

令和３年度町民所得総額は６６０億円、対前年度増加率＋１．０％、３年ぶりのプラスとなっ

た。 

所得項目別にみると、雇用者報酬は５０５億円、対前年度増加率－１．３％、財産所得は 

３８億円、対前年度増加率＋３．５％、企業所得は１１７億円、対前年度増加率＋１１．３％と

なっている。 

また、各所得項目の構成比は、雇用者報酬が７６．６％、財産所得が５．８％、企業所得が 

１７．７％となっている。 

  



 

 

 

⑰   九重町 

 

令和３年度町民所得総額は２３７億円、対前年度増加率＋１９．５％、２年ぶりのプラスと

なった。 

所得項目別にみると、雇用者報酬は１２２億円、対前年度増加率＋０．６％、財産所得は 

１３億円、対前年度増加率＋１８．１％、企業所得は１０１億円、対前年度増加率＋５４．８％

となっている。 

また、各所得項目の構成比は、雇用者報酬が５１．７％、財産所得が５．４％、企業所得が 

４２．９％となっている。 

 

⑱   玖珠町 

 

令和３年度町民所得総額は３９２億円、対前年度増加率＋３．２％、４年ぶりのプラスとな

った。 

所得項目別にみると、雇用者報酬は２７３億円、対前年度増加率－２．０％、財産所得は 

２２億円、対前年度増加率＋５．６％、企業所得は９７億円、対前年度増加率＋２０．９％とな

っている。 

また、各所得項目の構成比は、雇用者報酬が６９．６％、財産所得が５．６％、企業所得が 

２４．８％となっている。



 

 

３－１－２ 地域別の動向 

  

市町村民所得の総額を地域別にみると、前年度に対して、西部 （＋９．２％）、中部  

（＋７．７％）、北部（＋４．５％）、東部（＋０．９％）の４地域で増加した。一方で、 

豊肥（－５．４％）、南部（－４．１％）の２地域で減少した。 

地域別の動向を所得項目別にみると、雇用者報酬では、中部 (＋０．０％)の１地域で増加

し、豊肥、（－２．８％）南部（－１．０％）、東部（－０．８％）、西部（－０．８％）、

北部（－０．２％）の５地域で減少した。財産所得では、西部 (＋９．７％)、中部 

（＋９．６％）、北部（＋６．６％）、東部（＋３．５％）、豊肥（＋０．４％）の５地域で

増加し、南部（－０．４％）の１地域で減少した。 

企業所得では、中部 (＋３６．４％)、西部（＋３３．１％）、北部（＋２０．６％）、 

東部（＋７．５％）の４地域で増加し、南部（－１４．９％）、豊肥（－１２．５％）の 

２地域で減少した。 

 

表２ 市町村民所得（地域別） 

 

表３ 市町村民所得（所得項目別・地域別） 

  

（単位：億円、％）

実額
対前年度
増減額

同
増加率

実額
対前年度
増減額

 同
増加率

実額
対前年度
増減額

同
増加率

県　　計 21,562 -76 -0.3 1,832 125 7.4 7,462 1,456 24.2

東　　部 3,437 -28 -0.8 275 9 3.5 818 57 7.5

中　　部 11,842 6 0.0 1,025 90 9.6 4,222 1,127 36.4

南　　部 1,123 -11 -1.0 91 0 -0.4 302 -53 -14.9

豊　　肥 819 -24 -2.8 69 0 0.4 316 -45 -12.5

西　　部 1,420 -11 -0.8 136 12 9.7 791 197 33.1

北　　部 2,922 -7 -0.2 237 15 6.6 1,012 173 20.6

雇用者報酬 財産所得 企業所得

（単位：億円、％）

年　　度 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ２ Ｒ３

県　　計 30,994 29,350 30,856 -1,644 1,506 -5.3 5.1 100.0 100.0

東　　部 4,815 4,492 4,531 -323 39 -6.7 0.9 15.3 14.7

中　　部 16,826 15,867 17,090 -959 1,223 -5.7 7.7 54.1 55.4

南　　部 1,603 1,580 1,516 -23 -64 -1.4 -4.1 5.4 4.9

豊　　肥 1,290 1,272 1,204 -18 -68 -1.4 -5.4 4.3 3.9

西　　部 2,323 2,149 2,346 -175 197 -7.5 9.2 7.3 7.6

北　　部 4,136 3,990 4,170 -146 180 -3.5 4.5 13.6 13.5

実額 対前年度増減額 対前年度増加率 対県構成比



 

 

３－２ 一人当たり市町村民所得 

 

一人当たり市町村民所得の県平均は２７６万８千円で、前年度に対して１５万６千円増加し、

対前年度増加率＋６．０％で、３年ぶりのプラスとなった。 

これを市町村別にみると、前年度に対して増加したのは、九重町（＋２２．２％）、日田市 

（＋１１．０％）の１３市町、減少したのは、姫島村（－１３．３％）、豊後大野市（－５．６％）

などの５市村であった。 

 

※一人当たり市町村民所得は、各市町村の市町村民所得の総額を当該市町村の総人口で除したも

のです。市町村民所得には財産所得や企業所得が含まれ、また、総人口には１５歳未満人口等も

含まれることから、給与の平均水準等を示す数値ではありません。 

  



 

 

図１１ 一人当たり市町村民所得 

 



 

 

図１２ 一人当たり市町村民所得対前年度増加率 



 

 

 

３－２－１ 市町村別の動向 

 

①   大分市 

令和３年度一人当たり市民所得３１４万４千円、対前年度増加率＋８．８％であった。 

また、大分県の一人当たり県民所得（以下、「県平均」）を１００とした場合と比較した所

得水準は、１１３．６となっている。 

 

②   別府市 

令和３年度一人当たり市民所得２３５万７千円、対前年度増加率＋２．８％であった。

また、県平均を１００とした場合と比較した所得水準は、８５．２となっている。 

 

③   中津市 

令和３年度一人当たり市民所得２８０万８千円、対前年度増加率＋８．３％であった。

また、県平均を１００とした場合と比較した所得水準は、１０１．４となっている。 

 

④   日田市 

令和３年度一人当たり市民所得２７８万３千円、対前年度増加率＋１１．０％であった。 

また、県平均を１００とした場合と比較した所得水準は、１００．５となっている。 

 

⑤   佐伯市 

令和３年度一人当たり市民所得２３０万６千円、対前年度増加率－２．５％であった。

また、県平均を１００とした場合と比較した所得水準は、８３．３となっている。 

 

⑥   臼杵市 

令和３年度一人当たり市民所得２１４万６千円、対前年度増加率＋１．０％であった。 

また、県平均を１００とした場合と比較した所得水準は、７７．５となっている。 

 

⑦   津久見市 

令和３年度一人当たり市民所得３０５万８千円、対前年度増加率＋０．４％であった。

また、県平均を１００とした場合と比較した所得水準は、１１０．５となっている。 

 

⑧   竹田市 

令和３年度一人当たり市民所得２４６万５千円、対前年度増加率－０．２％であった。

また、県平均を１００とした場合と比較した所得水準は、８９．１となっている。 

 

⑨   豊後高田市 

令和３年度一人当たり市民所得２２２万２千円、対前年度増加率－１．８％であった。

また、県平均を１００とした場合と比較した所得水準は、８０．３となっている。 

 

⑩   杵築市 

令和３年度一人当たり市民所得２１０万１千円、対前年度増加率＋０．２％であった。

また、県平均を１００とした場合と比較した所得水準は、７５．９となっている。 



 

 

 

⑪   宇佐市 

令和３年度一人当たり市民所得２６３万４千円、対前年度増加率＋３．６％であった。

また、県平均を１００とした場合と比較した所得水準は、９５．２となっている。 

 

⑫   豊後大野市 

令和３年度一人当たり市民所得２１５万７千円、対前年度増加率－５．６％であった。

また、県平均を１００とした場合と比較した所得水準は、７７．９となっている。 

 

⑬   由布市 

令和３年度一人当たり市民所得２８４万４千円、対前年度増加率＋７．２％であった。

また、県平均を１００とした場合と比較した所得水準は、１０２．７となっている。 

 

⑭   国東市 

令和３年度一人当たり市民所得２２５万３千円、対前年度増加率＋３．９％であった。

また、県平均を１００とした場合と比較した所得水準は、８１．４となっている。 

 

⑮   姫島村 

令和３年度一人当たり市民所得１９３万６千円、対前年度増加率－１３．３％であった。

また、県平均を１００とした場合と比較した所得水準は、６９．９となっている。 

 

⑯   日出町 

令和３年度一人当たり市民所得２３８万７千円、対前年度増加率＋１．２％であった。

また、県平均を１００とした場合と比較した所得水準は、８６．２となっている。 

 

⑰   九重町 

令和３年度一人当たり市民所得２８３万２千円、対前年度増加率＋２２．２％であった。

また、県平均を１００とした場合と比較した所得水準は、１０２．３となっている。 

 

⑱   玖珠町 

令和３年度一人当たり市民所得２７７万６千円、対前年度増加率＋５．１％であった。

また、県平均を１００とした場合と比較した所得水準は、１００．３となっている。 

  



 

 

３－２－２ 地域別の動向 

 

一人当たり市町村民所得の動向を地域別でみると、前年度に対して、西部（＋１１．０％）、

中部（＋８．２％）、北部（＋５．５％）、東部（＋２．３％）の４地域で増加し、豊肥 

（－３．４％）、南部（－２．５％）の２地域で減少した。 

 

表４ 一人当たり市町村民所得（地域別） 

 

図１３ 地域別一人当たり市町村民所得の推移 

 

 

（単位：千円、％）

年　　度 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ２ Ｒ３

県　　計 2,732 2,612 2,768 -120 156 -4.4 6.0 100.0 100.0

東　　部 2,369 2,257 2,308 -112 51 -4.7 2.3 86.4 83.4

中　　部 2,986 2,830 3,061 -156 231 -5.2 8.2 108.3 110.6

南　　部 2,360 2,364 2,306 4 -58 0.2 -2.5 90.5 83.3

豊　　肥 2,374 2,354 2,273 -20 -81 -0.8 -3.4 90.1 82.1

西　　部 2,685 2,510 2,787 -175 277 -6.5 11.0 96.1 100.7

北　　部 2,605 2,529 2,668 -76 139 -2.9 5.5 96.8 96.4

実額 対前年度増減額 対前年度増加率 対県格差


